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土器胎土に含まれる火山ガラス付き角閃石の供給源

増　島　　淳

１．目的

静岡県東部地域の諸遺跡から出土する縄文晩期末以降の土器（弥生土器・土師器）を粉砕し，胎土

中の鉱物を検鏡すると，繊維状に発泡した火山ガラス，火山ガラスが付着した斜方輝石･角閃石（普

通角閃石）･不透明鉱物（磁鉄鉱）･斜長石などが検出される場合が多い．

これらの鉱物群は，天城カワゴ平火山から放出された「カワゴ平パミス」に含まれる鉱物群の特徴

とよく一致する（図１）．

カワゴ平パミスの分布域は知られているので，土器に含まれるこれらの鉱物がカワゴ平パミスに起

源するものならば，土器の産地をある程度限定でき，その他鉱物の組成や胎土の元素組成から，さら

に産地を限定することができる．

県東部地域の富士・箱根・その他の諸火山を

造る重鉱物の主体は両輝石やカンラン石であり，

角閃石を含む岩体は少ない．しかし諸火山麓に

堆積するテフラや，第三系凝灰岩中には角閃石

が認められる．

そこで，県東部地域に分布する第四系テフ

ラ・第三系凝灰岩及び河川砂に含まれている角

閃石について，火山ガラス付着の有無を調べ，

胎土中の「火山ガラス付き角閃石」の供給源が

カワゴ平パミスなのか確認する．

２．方法

（1）土器試料：乳鉢で粉砕した土器を，10%塩酸で2回煮沸クリーニングした後，篩い分けを行い

106～250μmの砂粒子を抽出し，カナダバルサムとキシレンの混液で加熱封入し，100倍の鉱物顕微

鏡で重鉱物200粒の同定を目安に行った．雲母類は肉眼観察で有無を確認した．

（2）テフラ・河川砂・沖積地試料：試料を蒸発皿に入れH2O2を加え煮沸し土壌粒子を分散した後，

指先で揉み濁りが無くなるまで土壌粒子を除去する．以下は土器試料と同様の作業を行う．

（3）凝灰岩試料：試料をハンマーで粉砕し，乳鉢でさらに粉砕する．以下は土器試料と同様の作業

を行う．

沼津市教育委員会

図1．カワゴ平パミス中の鉱物．それぞれに火山ガラ
スが付着している．
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３．結果

（1）カワゴ平パミスの特徴：カワゴ平パミスは，天城山系の最高峰万三郎岳と白田峠の中間北斜面，

標高1,100mの皮子平火山から放出された流紋岩ないし石英安山岩質の，火山ガラス付き角閃石を含む

テフラである．これについて各種特徴をまとめておく．

噴火過程：噴火の順序は，火砕サージ→プリニー式噴火→火砕流噴火→溶岩流出とされている．噴

火終了後，大規模な火山泥流が発生している（嶋田, 2000）．

噴火年代：火砕流中に含まれる神代杉の14C測定で2,830±120yrs.B.P（木越・宮崎, 1966），3,250±

70yrs.B.P（葉室, 1977），高精度年代測定では3,126～3,145yrs.B.P（奥村･鈴木･嶋田, 1999），嶋田はそ

の他の測定結果を総合し，噴火年代を3,060～3,190yrsBPと考えている（嶋田，2000）．

降灰軸と降灰域：降灰主軸は通常のテフラと異なり西を向く，鮫島は火口から西向きの降灰主軸の

図2．カワゴ平パミスの層位，重鉱物組成，火山ガラス付き角閃石の割合．
Sc＝スコリア．gl＝火山ガラス．glopx，glho，glop＝火山ガラスが付着した斜方輝石，角閃石，
不透明鉱物（磁鉄鉱）．距離＝カワゴ平火口からの距離．
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他に，北北西，北北東の降灰軸を想定している（鮫島, 1966）．嶋田は降下パミス層を18のユニットに

分け，大部分のユニットの降灰軸は西～西北西だが，ユニット2の降灰軸は北北西としている（嶋田,

2000）．

降灰域は広く，東は伊豆大島（上杉ほか，1994），相模川低地（増渕ほか, 1998），筆者は秦野市・

平沢同明遺跡で確認した（未発表）．北は長野県・八島ヶ原湿原（叶内ほか, 1988）．西は遠方まで到

達し，筆者は浜松市・伊場遺跡で確認した（増島, 1979）．西田・高橋らは琵琶湖周辺及び大阪湾で確

認している（西田・高橋ほか, 1993）．

主降灰域が西向きなのは，上空の偏西風が弱い夏季の東風卓越時に噴火した事を示し（加藤, 1985），

降灰域が西側以外にも広がるのは，風が吹き回わる中で噴火活動が継続された事を示している．

重鉱物組成：斜方輝石（opx）＞不透明鉱物（op・磁鉄鉱）≧角閃石（ho）が一般的だが（図2中

央），伊豆市・筏場・蛇喰（狩野川台風で小山が切断された場所）で採集した火砕流堆積物中のパミ

スには，角閃石≧不透明鉱物＞斜方輝石を示すものもある（図３）．

各地で観察したカワゴ平パミス堆積層に含まれる重鉱物のうち，明らかにカワゴ平パミス起源とわ

かる，火山ガラス付き重鉱物の組成比を調べると，火口から離れるに従い，重い不透明鉱物（磁鉄鉱）

の量が減少し，遠距離ほど斜方輝石＞角閃石＞不透明鉱物，と変化する．（図２中央･図４・図５）

屈折率：1976年に群馬大学の新井房夫氏に斜方輝石と角閃石の屈折率を測定していただいた（図

６）．

試料は，黒曜石片を含み，明らかにカワゴ平パミスとわかる天城湯ヶ島・浄蓮の滝で採集したもの

のほかに，火口から約17Km離れた伊豆の国市･田中山，約32Km離れた長泉町･西願寺Ａ遺跡で採集

した白色パミス包含層である．

図3．火口近くで採集したカワゴ平パミス・黒曜石の重鉱物組成と角閃石の色．
gloxho＝火山ガラス付き酸化角閃石
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斜方輝石（hy）はどの試料も1.705～1.709と

rangeは狭く，modeは1.707±で共通している．

角閃石（ho）はどの試料も緑色・褐色共に1.669

～1.686とrangeがやや広い特徴を持ち共通して

いる．３試料共に同一起源つまり，カワゴ平パ

ミスの鉱物である．

層位：県東部地域山麓における層位は，縄文

中期遺物包含層あるいは富士山起源の仙石スコ

リア（箱根山西麓）の上位．縄文晩期末遺物や

富士火山起源の大沢スコリア（富士山西麓～愛

鷹山西麓）及び砂沢スコリア（富士山東麓～愛

鷹山南東麓）の下位にあり，堆積層が薄い場合

は同層順となる（図２左）．

沼津市の海岸部での層位は，原地区の新貨物

駅建設予定地（中原遺跡･古墳時代）では，遺構

面直下，堆積完了時期が2,000～3,000年前とさ

れる新砂礫州（松原, 1984）の陸側斜面最上部

の礫層中に，はまり込む形で直径10～30 cmの

パミスが散在している．新砂礫州が陸化する直

前に，火山泥流として狩野川を流下したカワゴ

平パミスが，駿河湾内を漂い，同地点に打ち上

げられたものと思われる．

沼津市･下香貫･藤井原遺跡（弥生･古墳時代）

では，遺構面下にカンラン石に富む砂層（黄瀬

川扇状地＝御殿場泥流の二次堆積物）が堆積し，

その下位に暗色帯を挟み2,700年前に堆積完了し

た千本層･上部層（富士和, 2003）が堆積する．

本層最上部には2～3 mmの白色パミスや火山

ガラスが付着した斜方輝石・角閃石・不透明鉱

物が多量に含まれている．千本層･上部層の堆積

完了時期にカワゴ平パミスが降下した事を示している．

南伊豆町・青野川沖積地に立地する日詰遺跡では，弥生時代遺物を包含する粘土質砂層直下の粘土

層中に，火山ガラスが付着した斜方輝石・角閃石・不透明鉱物が多量に含まれている．

静岡市・登呂遺跡（弥生後期）では，遺構面下に層厚8 cmの黒色泥層を挟み，層厚7 cmの灰白色粘

土層が堆積している．同層下部に粒径数mmのパミスが堆積している．重鉱物組成は，斜方輝石＞角

閃石＞不透明鉱物＞単斜輝石を示し，斜方輝石・角閃石・不透明鉱物の大部分には火山ガラスが付着

図4．テフラ・河川砂の採集地点．

図5．火口からの距離による，火山ガラス付き不透明
鉱物量の変化．
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している．

静岡市・宮竹・汐入遺跡で

は，弥生時代遺物包含層の下に，

小粒径のパミスが認められる灰

褐色粘土層が堆積し，重鉱物組

成は，斜方輝石＞角閃石＞斜方

輝石＞不透明鉱物を示し，斜方

輝石の大部分，角閃石・不透明

鉱物の過半数には火山ガラスが

付着している．

浜松市・伊場遺跡では，弥生

時代後期の遺構面下に数cmの

暗色帯を挟み1 cmの層厚で褐

色火山砂層が堆積している．同

層には富士山起源の大沢スコリ

アが認められると同時に，重鉱

物組成は，角閃石＞斜方輝石≫

単斜輝石≒不透明鉱物である．

角閃石の過半は天竜川系だが角

閃石・斜方輝石の多くと不透明

鉱物の一部に火山ガラスが付着

している．

沖積地の各遺跡で認められた

火山ガラスが付着した鉱物群

は，層位から見てカワゴ平パミ

ス起源の鉱物である．

角閃石の色：カワゴ平溶岩流

末端部で採集した黒曜石では，

図6．カワゴ平パミス中に含まれている重鉱物の屈折率．

図7．愛鷹山南麓を中心としたテフラ層序と年代．



― 20 ―

ほとんどが褐色角閃石だが，同

じ場所で採集したパミスには赤

色の酸化角閃石も認められる．

火砕流中や空中に放出された

パミス中の角閃石は褐緑色＞褐

色である．これはテフラが短時

間で冷却した事を示している

（増島, 2009）（図３）．

火山ガラスの剥離について：

カワゴ平パミスや黒曜石から直

接抽出した重鉱物は火山ガラス

が付着している場合が100％近

い（図３）．しかし，テフラ中

の鉱物には，色や形はカワゴ平

パミス起源の特徴を持つが，火

山ガラスが剥離したと思われる

ものが目立つ．

他起源の混入がほとんど無い

角閃石で確認すると，この傾向

は土壌中の試料で顕著である

（図２右）．河川砂中の鉱物では，

他の砂粒鉱物との摩擦により，

表面に付着した火山ガラスが剥

離する確率がさらに高くなるも

のと考えられる．

（2）第四系テフラ中の角閃

石：富士・愛鷹・箱根火山等の

山麓に堆積するテフラに入る角閃石について，火山ガラス付着の有無を確認した．調査地点は図４に

示したNo1～34（No31. 32を除く）と大仁高校の露頭である．

結果を愛鷹ローム層上部ローム・古富士泥流上・新富士古期溶岩流上のテフラ，愛鷹ローム層中・

下部ローム，箱根・多賀火山西麓の古期ロームに分け，グラフにまとめた．

グラフの表示方法は，テフラ中の角閃石を火山ガラス付着の有無で分け，各層の重鉱物組成中に占

める割合（％）で示す．

観察地点が最も多い愛鷹ローム層の模式柱状図と各層の堆積年代を図７に示す（愛鷹ローム団研グ

ループ, 1969; 町田・新井, 2003）．

愛鷹ローム層上部ローム・古富士泥流上・新富士古期溶岩流上のテフラ：愛鷹ローム層上部ローム

図8．愛鷹ローム・上部ローム中の角閃石量．
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には３種類，富士・富士宮地区

の古富士泥流や新富士火山古期

溶岩上のテフラには２種類（愛

鷹上部ロームの上位２種類と同

一の特徴を持つ）の角閃石を含

むテフラが認められる．沼津

市・西大曲遺跡（愛鷹山南麓）

の分析結果を例示する（図８）．

現世腐植質火山灰層上部に，

角閃石第１のピークがある．角

閃石の大部分には火山ガラスが

付着している．層位や，火山ガ

ラスの付着した鉱物群の組成が

斜方輝石＞不透明鉱物≧角閃石

である事から，角閃石の供給源

はカワゴ平パミスである．

火山ガラス付き角閃石は，現

世腐植質火山灰層全体に分散し

ている．本層は非常に粗しょう

なため，鉱物粒子の上下方向へ

の移動が大きい．

本地域では，現世腐植質火山

灰層堆積期間中に，他火山から

角閃石を伴うテフラの供給が確

認されていないので（町田・新

井, 2003），火山ガラスが付着し

ていない角閃石は，カワゴ平パ

ミス起源の角閃石から，火山ガ

ラスが剥離したものと思われ

る．

大淵スコリア層から砂沢スコ

リア層にかけて角閃石量が減少するのは，カンラン石量が増加しているためである．鬼界アカホヤテ

フラ（褐色のバブル型火山ガラスが特徴）堆積層付近での角閃石量の減少は，同テフラが角閃石を含

まず斜方輝石に富むことによる．

現世腐植質火山灰層下部の富士黒土層から，上部ローム最上部の休場層上部にかけて，角閃石第2

のピークがある．層位から堆積時期は約1万年前と推定できる．「新編火山灰アトラス」（町田・新井,

図9．愛鷹ローム中の角閃石量．
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2003）によると，給源は韓国･鬱陵島火山の鬱陵隠岐テフラの可能性が高い．混入しているカワゴ平

パミス起源の角閃石を除くと，第2のピークを作る角閃石には火山ガラスは付着していない．

上部ローム中位のニセローム層（姶良-Tn包含層）上位の暗色帯に，角閃石第3のピークがある．層

位から堆積時期は約2万年前と推定できる．「新編火山灰アトラス」によると，給源は島根県・三瓶火

山の三瓶浮布テフラの可能性が高い．角閃石に火山ガラスは付着していない．

愛鷹ローム層，中・下部ローム：愛鷹ローム層，中・下部ロームには大きく2つのピークが認めら

れる．富士市・境・万騎沢の露頭の分析結果を例示する（増島, 1986）（図9）．

中部ローム下位の，はっきりした角閃石のピークは，御岳火山あるいは大山火山に起源するものと

思われるが不明である．角閃石に火山ガラスは付着していない．

下部ローム下部から基盤（AV2）上部にかけては，角閃石を含む地層が複数ある．しかし，礫が含

まれおり，安定した堆積環境ではなく堆積時期は不明である．これらの角閃石にも火山ガラスは付着

していない．

愛鷹ローム層は，関東ローム

層の立川・武蔵野ロームに該当

すると考えられている（愛鷹ロ

ーム団研グループ, 1969）．

箱根・多賀火山西麓に堆積す

る古期ローム：2002年秋，伊豆

の国市・大仁の県立大仁高校

（2010 年 3 月閉校）グランド東

側の崖が崩れ，非常に古いテフ

ラが露出した（増島, 2005）．

崖の上部には層厚約6 mの上位

段丘礫層が堆積している．その

下位3 m以下の所にオレンジ色

のパミス層が堆積し，同層の下

位に堆積する層厚約4 m以上の

テフラは，全体に灰色～青灰色

を呈し，角閃石が多量に含まれ

ている（図10）．

これらのテフラは，三島市域

に堆積する「箱根西麓ローム」

のMローム下部からLローム上

部層（高橋, 1976）．箱根多摩B1

軽石層（HK-TB1）（小林・小

山, 1996）と同層順と考えられ 図10．伊豆の国市・大仁高校・古期ローム層中の角閃石量．
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る．関東ローム層ではTBグループ中の角閃石に富むテフラ群と同一起源の可能性が高い（町田・新

井ほか, 1974）．つまり，20万年以上前のテフラである．

本露頭のテフラには1層を除き火山ガラスが付着した角閃石は無い．ただオレンジ色パミス層には

発泡した火山ガラス，火山ガラスが付着した斜方輝石・角閃石・不透明鉱物が認められた．同層は箱

根・愛鷹・達磨火山（白尾, 1981）や北伊豆各

地に堆積する数層のオレンジ色のパミス層とは

角閃石む点で異なる．

（3）第三系凝灰岩中の角閃石：伊豆半島には

湯ヶ島層群や白浜層群中の凝灰岩に角閃石を含

むものがある（沢村, 1955）．天城山系以北の第

三系凝灰岩について調査した（増島，2008）

（図11, 12）．

伊豆市修善寺・紙谷周辺に分布する湯ヶ島層

群中の修善寺白色凝灰岩には，繊維状に発泡し

た火山ガラスを多量に含む層があるが，角閃石

に火山ガラスは付着していない．

沼津市から伊豆の国市にかけて分布する白浜

層群中の凝灰岩（江ノ浦凝灰岩層）では，上部

に堆積する白色凝灰岩中に角閃石を含むものが

多い．これらの中には繊維状に発泡した火山ガ 図11．第三系凝灰岩の採集地点．

図12．第三系凝灰岩中の火山ガラスの特徴と重鉱物組成．火山ガラスの付着した重鉱物は検出されなかった．
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ラスを含むものもあるが，角閃石に火山ガラス

は付着していない．

（4）河川砂中の角閃石：筆者は土器胎土中の

砂粒鉱物の産地を知るために，東海地方から南

関東の各地で河川砂の重鉱物組成を調査してい

る（増島, 1990）．矢作川・木曽川・天竜川・富

士川（釜無川・笛吹川を含む）・酒匂川・相模

川・多摩川などの流域では，火山ガラス付き角

閃石を検出していない．

火山ガラス付き角閃石が検出されるのは狩野

川・静岡県東部地域の諸河川である．同地域の

河川砂採集地点（図 4）ごとの重鉱物組成と，

流域別にまとめた火山ガラスの付着した鉱物数

を図13に示し，説明を加える．

狩野川本流域：火山ガラス付き角閃石はK-1

地点以外の各地点で検出された．全地点で火山

ガラス着き鉱物群が検出され，特に大見川（K3）

から黄瀬川合流前の狩野川本流（K6）にかけて

の地点では量が多い．流域全体の火山ガラス付

き鉱物の組成は，斜方輝石＞不透明鉱物＞角閃

石で，カワゴ平パミスの組成と同様である．

茶畑川（裾野市・箱根山西麓）：全地点で火山ガラス付き角閃石が検出された．しかし，新富士起

源テフラの影響を強く受け，カンラン石や単斜輝石が目立つ地点が多い．流域全体の火山ガラス付き

鉱物の組成は，斜方輝石＞不透明鉱物≧角閃石で，カワゴ平パミスの組成と同様である．

桃沢川（愛鷹山東麓）：下流域のM-3.4地点で火山ガラス付角閃石が検出された．河川砂全体が新富

士起源テフラの影響を強く受けている．流域全体の火山ガラス付き鉱物の組成は，斜方輝石＞不透明

鉱物≧角閃石で，カワゴ平パミスの組成と同様である．

来光川（函南町・箱根山南西麓）：R-1地点を除いて，火山ガラス付き角閃石が検出された．箱根火

山や新富士起源テフラの影響を受け，カンラン石や火山ガラスの付着しない斜方輝石や単斜輝石が目

立つ地点が多い．流域全体の火山ガラス付き鉱物の組成は，斜方輝石＞不透明鉱物≧角閃石で，カワ

ゴ平パミスの組成と同様である．

河津川（天城山西麓）：火山ガラス付角閃石は上流域（Kw-1.2.3）ではほとんど検出できないが，下

流域（Kw-4.5.6）では検出された．周辺の小火山からカンラン石などの供給を受けている（沢村・他,

1970）．流域全体の火山ガラス付き鉱物の組成は，斜方輝石＞不透明鉱物＞角閃石で，カワゴ平パミ

スの組成と同様である．

青野川（南伊豆町）：火山ガラス付き角閃石は全地点で検出できなかったが，火山ガラスが付着し

図13．静岡県東部諸河川・砂粒鉱物の重鉱物組成，
流域毎の火山ガラス付き重鉱物の量．
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た他の鉱物群は全地点で検出された．流域に分布している第三系の酸性岩類から角閃石などの供給を

受けている（沢村・他, 1970）．流域全体の火山ガラス付き鉱物の組成は，斜方輝石＞不透明鉱物で，

カワゴ平パミスの組成と類似している．

芝川（富士宮市）：全地点でカワゴ平パミス起源の火山ガラスが付着した鉱物群は認められない．

現河床で採集した砂に，火山ガラス付き鉱物が認められるのは，伊豆半島と愛鷹山及び箱根山西麓

である．その組成は，斜方輝石＞不透明鉱物≧角閃石を示す事から，同地域の諸河川に堆積している

火山ガラス付き鉱物は，カワゴ平パミス起源として良いだろう．

（5）県東部地域に堆積する火山ガラス付き角閃石の供給源：県東部地域に堆積する第四系テフラや

第三系凝灰岩には，角閃石を含むものが多数あるが，火山ガラスが付着した斜方輝石・角閃石・不透

明鉱物を含むものは現在の所，カワゴ平パミスと，約20万年前の堆積と思われる大仁高校の崖で見ら

れたオレンジ色パミス層だけである．

カワゴ平パミス起源の鉱物群は県東部地域の表層部に広く堆積しているが，後者は浸食され，ほと

んど残っておらず，その存在が確認できるのは稀である．

県東部地域に堆積する火山ガラス付き角閃石の供給源は，カワゴ平パミスと考えて良いだろう．

（6）土器胎土中の火山ガラス

付き角閃石：火山ガラス付き角

閃石を胎土に含む土器の一部を

図14に例示した．各試料共に火

山ガラスが付着しているのは，

角閃石だけではない．火山ガラ

スが付着した鉱物群の組成は，

斜方輝石＞不透明鉱物≧角閃石

でおよそ共通しており，これら

の供給源がカワゴ平パミスであ

る事を示している．例示した土

器が出土した遺跡は，三宅島を

図14．縄文晩期末以降の土器胎土の重鉱物組成．土器No＝それぞれの遺跡で分析した土器の通し番号．

図15．火山ガラス付き角閃石が検出された遺跡の分布．
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除き，全てカワゴ平パミスの主降灰域である．

筆者が調査した縄文時代晩期末以降の遺跡で，胎土に火山ガラス付き角閃石が検出された土器の有

無を図15に示した．カワゴ平パミスの降灰域でも，降灰量が少ない地域ではほとんど検出されていな

い．

４．まとめ

県東部地域に堆積する火山ガラス付き角閃石の供給源は，カワゴ平パミスである．これが現河床で

検出される地域は，伊豆半島と愛鷹山及び箱根山西麓である．

しかし縄文時代晩期末は現在から約2,800年前，弥生時代中期と後期の境界が約2,000年前とされて

いるので（藤尾, 2009），当時の河川には，流域に降下したカワゴ平パミス起源の鉱物群が流入し，現

在よりも多量に堆積していたであろう．

カワゴ平パミスが堆積している地域では，土器胎土を沖積地の粘土から得た場合や，土器に河川砂

を混ぜた場合（弥生式土器・土師器共に厚手の土器は，縄文土器同様に砂粒を混入している），及び

土器作りの過程で地表に堆積している鉱物が混入するなどして，カワゴ平パミス起源の鉱物群が土器

胎土に入る可能性が高い．

土器胎土から，火山ガラス付き角閃石や火山ガラス付き斜方輝石・不透明鉱物・斜長石や繊維状発

泡を持つ火山ガラスなどがセットで検出された場合，産地は静岡県東部を中心とした地域，及び静岡

平野周辺にあると考えて良い．両地域の違いは，同時に検出されるカンラン石・その他の重鉱物組成

や胎土の元素組成の違いで区別できるだろう．

しかし，カワゴ平パミス起源鉱物の中で角閃石が占める割合は少なく，結晶から火山ガラスが剥離

する場合もある．静岡県東部地域の遺跡から出土した土器胎土から，火山ガラス付き角閃石が検出さ

れなくても，火山ガラス付き斜方輝石・不透明鉱物・斜長石や繊維状発泡を持つ火山ガラスなどがセ

ットで検出された場合は，カワゴ平パミス起源の鉱物を含んでいると考えて良いだろう．

カワゴ平パミスが降灰していない三宅島の弥生土器からカワゴ平パミス起源の鉱物群が検出された

事は，伊豆方面からの土器移動を暗示している．

５．終わりに

今回の内容は，1972年から2010年にかけて調査した手持ち資料からピックアップしたものです．

静岡市・登呂遺跡や宮竹・汐入遺跡のカワゴ平パミスは，静岡大学農学部加藤芳朗教授（当時）か

ら提供していただいた．これらはすでに報告されているが，考古学研究者が確認しやすいように，私

の分析結果をあえて記載しました．

屈折率測定データは群馬大学教育学部新井房夫教授（当時）にお願いし，公表しないまま時が経ち

遅きに失してしまったが，公表する事が出来て胸のつかえが取れた気持ちです．

カワゴ平パミス起源の鉱物群を含む土器が出土した遺跡の，具体的な分析結果などは別の機会に報

告する予定です．
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